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霊
職
法
規
序
論
（
三
、
完
）

雨

原

光

雄

｛53）

一
塞
腰
法
規
の
意
義

二
　
雄
畿
の
璽
生
及
ぴ
醗
展

　
　
イ
世
謀
大
験
前

　
　
”
　
世
界
大
鞍

　
　
σ
り
擁
。
白
に
封
す
る
塞
襲

　
　
③
　
英
國
に
封
す
る
錨
婆

　
　
働
　
伊
露
に
野
す
る
塞
製

　
　
㈹
　
ド
イ
ツ
に
鰍
す
る
鴛
襲
（
以
上
十
二
毬
第
二
號
V

三
　
塞
麟
の
合
法
性
ハ
十
二
巻
三
號
）

四
　
塞
骸
法
規
の
猫
立
性

霊
墨
験
法
規
の
硯
訣

鯉
載
法
競
摩
働

藻
昌



　
　
　
　
　
　
象
職
漢
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
蔑

ラ
臓
　
　
　
　
　
　
　
四
空
職
法
規
の
濁
立
性

く　
　
吾
々
は
伊
載
時
に
於
て
航
塞
機
の
使
用
を
許
す
な
ら
ば
－
即
ち
窒
載
を
合
法
な
る
交
戦
の
回
手
段
ε
認
め
る
な
ら

　
ば
、
塞
載
を
規
律
す
べ
き
法
規
を
必
要
ε
す
る
こ
ε
は
云
ふ
を
侯
た
な
い
。
然
し
、
こ
の
塞
戦
法
規
は
、
跣
存
の
陸
載

　
或
は
海
戦
法
規
の
」
部
を
成
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
か
、
或
は
陸
戦
又
は
海
職
法
規
の
咽
を
準
用
し
、
或
は
其
双
方
を

　
準
用
す
れ
ば
足
蚕
お
裾
の
が
薄
そ
れ
－
ご
竜
室
戦
に
は
、
陸
戦
法
規
叉
は
海
載
法
規
等
ε
は
濁
立
し
た
、
別
個
の
法
規

　
の
存
在
を
必
要
ε
す
る
か
は
考
究
の
鹸
地
あ
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
≧
の
黙
に
關
サ
る
從
來
の
學
説
は
、
こ
れ
を
三
個
に
匿
別
す
る
こ
蜜
輝
出
楽
る
、
第
一
読
は
、
塞
載
に
勢
し
て
海

　
載
法
規
を
拳
用
せ
ん
蜜
す
る
竜
の
で
あ
，
、
第
二
読
は
、
陸
載
に
附
臨
す
る
盛
職
に
は
陸
職
法
規
を
、
海
載
に
附
随

　
す
る
室
戦
に
は
海
載
決
規
を
準
用
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
，
、
第
三
雛
は
、
塞
職
を
陸
戦
及
ぴ
海
戦
ε
は
猫
立
し
た
、

　
固
有
の
載
闘
行
爲
宵
認
め
．
從
つ
て
、
固
有
な
室
載
法
規
の
必
要
を
読
く
竜
の
で
あ
る
。
以
下
に
於
て
、
こ
れ
等
諸

　
麗
の
當
否
を
徐
討
す
る
。

　
　
第
一
説
ー
室
載
に
封
し
て
海
載
法
規
を
準
用
せ
ん
ε
す
る
薯
名
な
學
者
に
は
フ
薯
U
シ
智
ユ
が
あ
つ
た
（
肌
）
。
ヒ

　
の
読
は
、
一
見
す
れ
ば
筍
に
合
理
的
な
観
が
あ
る
。
即
ち
、
航
塞
槻
は
室
中
を
航
行
す
る
船
舶
で
あ
つ
て
、
無
舶
の

　
如
く
起
、
嗣
籍
を
有
し
、
又
軍
需
晶
・
傷
病
者
の
輸
逡
、
敵
機
ε
の
交
戦
等
、
海
上
の
船
舶
ε
極
め
て
多
く
の
類
似



　
鮎
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
更
に
些
細
に
槍
す
る
な
ら
ぱ
、
敵
國
の
商
業
は
海
上
捕
獲
法
に
從
つ
て
航
塗
機

　
k
よ
つ
て
も
容
易
k
こ
れ
を
行
ふ
ヒ
ピ
を
得
る
し
、
私
人
の
有
す
る
航
室
機
は
、
交
載
國
の
必
要
に
墓
き
、
Z
れ
を

　
徴
曇
し
て
使
用
し
得
、
職
争
維
了
の
後
に
於
て
は
返
還
し
得
葛
。
以
上
の
如
く
に
、
航
塞
機
肱
、
英
性
質
に
於
て
も
、

　
又
其
使
用
目
的
龍
於
て
も
、
囎
舶
ε
共
通
す
）
る
多
罵
の
鐵
を
有
す
畜
の
で
あ
る
か
ら
、
塞
職
に
封
も
て
海
載
法
規
を

　
準
用
せ
ん
嘘
す
る
こ
ε
も
理
由
の
無
い
こ
ε
で
は
な
い
が
、
航
塞
機
k
よ
つ
て
行
は
れ
る
塞
験
ε
海
戦
ε
を
比
較
ず

　
る
な
ら
ぱ
、
輔
面
牝
於
て
類
似
す
お
嘘
同
時
莚
．
叉
反
面
に
於
て
慧
、
爾
者
の
問
に
は
非
常
な
相
逡
鮎
の
在
る
ヒ
慮

　
を
奢
逡
し
て
は
な
ら
な
ψ
。
例
へ
ぱ
」
交
職
方
法
に
於
て
喝
漕
海
載
は
專
ら
季
面
的
に
．
主
憶
し
て
軍
艦
の
備
砲
に

　
盈
ρ
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
塞
戦
は
敵
機
ε
奉
面
的
に
交
載
す
る
ε
局
時
に
叉
爆
撃
に
よ
つ
て
立
鎧
的
k
活

　
動
す
る
。
吏
に
交
戦
砥
域
の
鮎
k
於
て
は
、
南
者
の
相
蓮
は
籐
ウ
に
竜
明
白
で
あ
る
。
軍
艦
の
海
上
に
於
て
の
み
活

　
動
し
得
る
に
反
し
、
航
慈
機
に
は
海
・
陸
の
匿
別
は
無
い
。
彼
等
は
共
欲
す
る
設
、
に
海
よ
壷
陸
に
、
叉
陸
よ
う
濾

　
　
へ
ε
自
由
に
共
活
動
舞
壷
を
移
動
し
得
る
。
の
み
な
ら
ず
、
航
空
機
は
、
或
場
合
k
於
て
は
、
陸
軍
定
緊
密
な
聯
絡
の

　
下
に
陸
軍
司
令
官
の
命
k
よ
つ
｛
活
動
す
る
。
一
例
を
暴
げ
れ
ぱ
、
進
軍
す
る
敵
部
除
の
前
方
或
は
後
方
よ
タ
、
低

　
察
飛
行
を
行
ひ
な
が
ら
機
關
銃
の
猛
射
を
溶
せ
る
場
合
の
如
き
は
、
捨
も
歩
兵
部
隊
ε
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
ヒ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

鋤
　
様
な
場
合
に
、
か
、
る
航
墜
機
k
封
し
て
、
灘
載
法
規
を
準
用
す
る
こ
ε
は
、
鯨
う
に
事
實
を
無
観
す
る
の
観
が
あ

（　
　
　
　
　
　
鯉
壌
決
説
浄
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
颪
紅



　
　
　
　
　
　
義
験
麹
震
慶
瞬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

う櫨
轟
。
箆
に
叉
噛
航
察
機
に
眩
從
來
の
陸
海
軍
の
カ
を
以
て
し
て
は
、
爲
し
得
ざ
る
が
如
き
行
動
も
可
能
で
あ
る
。
ヒ

（　
腕
は
漣
界
大
載
ゆ
貸
例
k
徽
し
て
も
明
か
な
こ
蜜
で
あ
つ
て
、
こ
の
様
な
航
盤
機
の
活
動
を
海
載
法
規
を
以
て
規
律

　
す
る
ζ
ぜ
に
不
能
燈
あ
る
ε
蓄
は
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
。
何
ε
な
れ
ば
、
海
職
k
於
て
到
騰
趨
ウ
得
な
い
事
姻
に
封
し
｛

　
は
海
職
法
規
典
も
の
が
存
在
し
な
ψ
か
ら
で
あ
る
。
倒
へ
ば
、
敵
軍
の
爲
k
包
園
せ
ら
れ
だ
都
市
に
味
方
の
航
塞
機

饗
糾
晶
を
麟
下
し
嚢
攻
園
軍
羨
孕
嘉
如
き
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
．
。
究
蝋
，
翠
藻
募
餐
包
學

　
ら
れ
髭
プ
幽
覧
壌
〃
，
（
ギ
、
φ
昌
弘
現
在
は
潔
書
ラ
ソ
ド
）
に
、
填
軍
の
飛
行
機
が
機
上
よ
う
罐
瀦
等
の
食
料
贔
を
般

　
下
も
海
叉
画
都
職
線
に
於
て
は
、
本
除
ピ
の
聯
絡
を
遮
断
せ
ら
れ
て
孤
立
歳
陥
つ
た
昧
方
に
、
飛
行
機
を
以
て
糧
食
を

　
逡
撫
し
だ
≧
犠
は
度
か
で
あ
P
沈
o
・
輔
例
を
畢
げ
れ
ぱ
、
輔
九
輔
八
奪
十
月
に
、
本
除
ε
の
聯
絡
を
遽
断
せ
ら
れ
、

　
ン
響
部
書
箆
轟
軒
（
鵠
2
匹
畠
韓
）
の
森
に
在
つ
陀
ペ
グ
尋
奪
の
憾
蘇
に
、
飛
行
機
を
以
て
十
三
噸
の
糧
食
が
鞍
途
せ

　
5
醜
髭
ざ
の
こ
嬉
で
あ
る
畠
）
。

　
　
以
上
の
如
《
、
室
戦
の
全
部
に
悔
戦
法
規
を
準
用
せ
ん
ε
す
る
≧
ε
は
事
實
上
不
能
で
あ
蚤
、
叉
よ
し
不
能
で
な

　
｝
蜜
す
る
も
、
、
具
髄
的
な
事
貸
に
魎
合
し
な
ψ
竜
の
然
あ
る
。
こ
れ
罵
同
檬
な
露
難
は
．
塞
職
法
規
を
陸
戦
法
規
に

　
從
腐
せ
し
め
ん
ピ
す
る
ζ
ε
に
封
し
て
竜
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
鴨
、
弦
に
滋
意
す
べ
蓉
は
、
塞
載
k
封
し

　
鴫
は
．
其
如
何
な
る
部
分
に
於
て
も
、
陸
戦
戎
は
海
戦
決
規
を
準
用
す
べ
き
で
は
な
ψ
、
ε
醗
く
の
で
は
な
く
し
て
、
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察
職
を
全
面
的
に
、
陸
戦
法
規
或
は
海
職
法
規
等
に
よ
つ
て
規
律
し
、
戎
は
之
れ
等
に
從
麗
せ
し
め
る
こ
ε
が
不
當

で
あ
る
嘘
言
ム
の
で
あ
る
。

　
第
二
雛
ー
≧
の
饒
は
、
饒
逡
の
如
く
、
陸
戦
法
規
ε
海
載
法
規
ε
を
、
其
場
合
く
龍
よ
ウ
て
、
塞
載
に
準
用

せ
ん
蜜
す
る
主
腿
で
あ
る
。
と
の
説
の
代
表
着
ε
し
で
、
魑
説
を
主
張
す
る
着
よ
う
攻
鍵
の
矢
を
集
中
せ
ら
れ
る
者

虞
働
メ
，
晶
；
ク
、
蟹
驚
，
y
及
び
質
蜜
ル
ラ
ソ
三
教
綬
が
あ
る
。
先
づ
メ
ソ
晶
ヤ
．
ク
敦
綬
の
言
を
借
れ
ば
「
盛

職
は
、
陸
義
に
從
燭
す
る
か
或
は
海
載
に
從
周
す
る
か
に
よ
つ
て
、
陸
戦
か
海
載
か
に
同
化
さ
せ
、
入
及
び
物
に
封

し
て
そ
れ
等
の
法
規
を
適
用
す
る
鳳
協
）
。
「
室
職
は
、
少
な
く
ε
も
現
釈
に
於
て
は
、
他
の
載
璽
の
如
く
に
、
藁
本
酌

な
も
の
で
な
ζ
、
叉
狽
立
し
詑
も
の
で
も
な
く
、
交
載
國
の
陸
載
か
海
載
か
に
從
罵
し
て
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
塞

本
舶
次
載
孚
に
後
腸
す
る
も
の
ε
し
て
の
性
質
に
径
ム
ペ
蓉
も
の
で
あ
る
」
（
騒
）
ε
し
て
ね
る
。
更
に
、
ア
ル
確
リ
リ

ク
・
蟹
婁
ラ
ン
毅
擾
は
、
「
特
別
な
法
規
の
な
い
場
合
に
は
、
塞
戦
は
、
陸
上
で
敵
封
行
爲
が
行
は
れ
る
場
合
k
は
陸

磯
法
規
を
、
海
上
で
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
海
職
法
規
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
羅
二
．
菩
総
瓢
8
幕
臨
α
q
一
窪
肋
鳳
・

島
毘
0
9
嵩
鋒
暮
即
箸
罵
2
巽
脚
ざ
ぴ
q
昌
窪
お
菰
議
o
謹
一
9
出
一
9
ザ
o
ψ
餓
猷
猷
切
・
．
8
8
露
覧
置
器
旨
貰
ム
窃
・
葛
審
鮮
幕
蓬
9

慰
嘆
鍵
一
窒
曾
鮮
σ
q
髭
畦
0
9
慧
纏
驚
無
輸
亀
象
諺
脇
．
碧
8
量
犠
器
窪
貯
即
帯
留
霧
蕊
脅
ぎ
鶏
3
8
一
回
畠
警
騨
撃
。
暑
の

旨
韓
竃
馨
」
（
邸
）
の

　
　
　
　
　
鑑
喰
淺
蝿
序
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
七



（58）

　
　
　
　
惣
職
涜
既
序
欝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
八

　
≧
の
雨
氏
の
所
説
を
親
る
に
、
メ
リ
讐
マ
．
ク
教
授
の
薯
ぼ
、
大
戦
前
及
ぴ
大
職
初
期
、
即
ち
一
九
一
二
年
及
び
一

四
年
の
竜
の
・
で
あ
つ
て
，
若
し
教
挽
が
㍗
少
な
く
尋
竜
世
界
天
戦
の
洗
禮
を
受
け
把
翼
在
に
於
て
も
、
依
然
ピ
し
て
、

上
遡
⑳
榛
な
主
張
を
抱
ぐ
か
蚕
か
．
は
疑
は
し
ψ
。
，
即
転
、
・
そ
れ
は
世
界
大
載
が
氏
の
糠
な
主
張
は
、
事
實
建
合
致
し

な
ψ
考
ざ
を
翫
鐙
し
た
か
ら
ぞ
あ
る
。
濁
立
し
π
塞
軍
が
“
陸
海
軍
を
隔
れ
て
、
察
軍
豊
し
宅
の
自
的
ピ
、
使
命

ピ
亀
從
づ
で
ぞ
の
存
在
理
毎
を
持
つ
現
駅
に
於
f
欺
、
、
空
戦
が
陸
戦
か
海
載
か
に
從
薦
す
る
」
こ
ε
を
塞
載
法
規
適
用

の
根
櫨
ぎ
す
る
説
は
、
，
全
く
丼
根
底
を
失
ム
か
ら
嘘
み
置
李
匙
紅
に
反
し
、
顧
7
ラ
ソ
敦
授
の
説
は
、
よ
郵
合
理
性

を
持
ウ
宅
⑳
6
℃
同
氏
臥
、
断
瞳
興
療
文
輝
所
用
せ
ぢ
れ
で
エ
め
叡
㎜
標
に
、
汁
特
別
な
る
法
規
無
。
き
場
合
に
・
は
し
室
載
に

腰
ヤ
陸
上
で
⑳
漣
動
に
は
陸
戦
法
規
を
、
海
上
妊
⑳
活
動
k
は
海
戦
法
規
を
準
用
せ
ん
ε
す
る
宙
の
で
あ
る
か
ら
、
實

置
國
際
瀕
的
理
論
ご
し
て
は
、
。
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
、
h
饅
轟
ε
主
張
ε
は
云
ひ
得
な
い
鐙
即
ち
、
空
載
法
規
の
殆
箆

ピ
益
部
を
映
動
す
る
現
行
國
際
法
上
の
問
題
ε
し
て
、
室
載
を
無
法
律
の
歌
態
k
置
く
≧
ε
を
避
け
ん
ε
す
る
爲
に

は
争
嚇
定
の
立
脚
鐵
に
墓
“
ゼ
、
既
存
の
國
際
法
規
を
準
用
す
る
か
、
或
は
新
法
規
を
設
定
す
る
か
以
外
に
は
遣
は

な
塾
浬
而
，
識
新
法
規
の
存
在
し
な
ψ
現
在
を
は
、
教
授
の
虫
張
す
る
標
に
、
饒
存
の
決
規
を
準
用
す
る
よ
身
他
に
方

淡
ば
な
い
。
．
泥
會
≧
の
揚
合
に
於
て
、
現
存
の
職
孚
法
規
準
用
の
根
擦
を
何
れ
に
求
む
べ
き
か
は
議
論
の
鹸
地
が
あ

る
ぐ
あ
ら
う
。
そ
れ
故
k
、
氏
を
以
て
濁
立
し
π
室
戦
法
規
不
要
論
者
の
列
に
加
へ
て
非
難
す
る
の
は
當
ら
な
い
。



　
　
第
三
に
マ
壁
〃
ラ
ソ
（
卿
O
萄
民
）
敬
授
の
読
く
ε
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
、
少
な
く
ε
も
現
在
の
載
雫
に
於
て
は
…
世
、

　
界
大
職
量
－
窒
中
に
於
け
る
活
動
は
、
殆
ん
ご
全
く
他
の
活
動
ε
濁
立
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
・
い
。
却
つ
て
そ
れ
等

　
は
陸
灘
軍
の
活
動
ε
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
そ
れ
を
準
備
し
、
完
成
し
、
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
；
3
3
；

　
各
國
滲
謀
本
部
の
解
葎
に
よ
れ
ぱ
、
塞
中
に
於
け
る
活
動
は
、
陸
戦
或
は
海
戦
に
結
び
着
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は

　
　
一
種
の
從
隆
”
物
す
な
つ
て
ぬ
る
の
で
あ
る
」
（
5
6
）
。
ヒ
の
見
解
は
不
當
で
あ
る
こ
ε
は
、
既
蓮
の
航
塞
機
の
縫
館
龍
照

　
レ
て
知
φ
得
る
。
氏
の
主
張
す
る
様
に
、
空
軍
は
陸
海
軍
の
活
動
嘘
密
接
k
蓮
絡
を
保
つ
て
、
互
ひ
に
其
行
動
を
援

　
助
し
て
、
友
軍
の
戦
勝
を
獲
る
爲
に
竜
勿
論
活
動
す
る
で
あ
ら
う
、
が
、
「
塞
軍
が
殆
ん
ざ
全
く
濁
立
し
て
活
動
し
な
ψ
」

　
電
云
ふ
こ
だ
は
事
賓
に
反
す
る
主
張
で
あ
る
。
世
界
大
載
の
経
駐
ぽ
氏
の
如
き
主
張
の
誤
タ
で
あ
る
こ
ε
謹
明
す
る

　
に
除
蚤
が
あ
る
。

　
　
即
ち
、
繍
つ
竃
世
界
大
職
の
賓
例
を
観
る
に
、
ド
イ
シ
は
～
水
上
機
は
軍
艦
ピ
看
倣
し
て
海
戦
法
規
を
適
用
す
る

　
≧
ビ
を
主
張
し
た
。
例
へ
ぱ
、
輔
九
一
四
年
八
月
二
〇
日
の
牙
ラ
ソ
ダ
に
封
す
る
通
牒
及
び
一
九
瞬
五
年
、
一
月
一
九

　
回
の
ア
メ
リ
カ
に
封
す
る
通
牒
に
於
て
、
水
上
機
は
海
上
を
圓
的
ε
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
九
〇
七
年
凶
O
月
剛

　
八
日
の
へ
蓼
グ
條
約
第
嚇
三
の
第
一
四
條
及
び
第
八
條
の
適
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
こ
ε
を
主
張
し
π
。
然
じ
、

勘
多
菱
は
充
酉
年
九
月
＝
日
、
ア
づ
ヵ
は
蓋
笙
旦
充
臼
に
、
水
上
機
及
ぴ
陸
と
機
は
、
そ
れ
ぞ

（　
　
　
　
　
　
攣
畿
漣
親
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
九
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肇
震
漢
幾
序
魯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薦
○

髄
溌
の
桑
物
及
び
陸
の
乗
物
で
あ
る
ピ
の
主
張
を
認
め
ず
、
そ
れ
等
k
は
必
要
に
叢
濤
海
載
法
規
或
は
陸
載
法
規
を

逡
用
す
る
必
饗
あ
る
ヒ
電
を
認
め
る
が
、
こ
れ
等
は
、
一
般
の
僅
質
上
、
特
別
な
性
賀
を
有
す
る
竜
の
な
る
こ
建
を

蓮
ぺ
た
麓
）
。

　
以
上
遮
べ
だ
電
こ
ろ
に
よ
つ
て
知
る
如
く
k
㍗
空
戦
k
陸
載
法
規
及
び
海
戦
決
規
の
双
方
を
、
興
必
婆
に
慮
じ
｛

適
用
ぜ
ん
ピ
す
る
詑
は
、
或
は
第
閥
訟
に
優
る
か
竜
知
蜘
な
塾
雌
、
然
し
．
ζ
の
醗
も
理
論
上
並
び
に
實
際
上
に
於

て
欠
鐵
が
あ
る
。
第
一
に
理
論
上
k
於
て
は
、
事
實
上
陸
載
及
び
海
載
ε
分
離
し
猫
立
し
て
、
陸
戦
及
び
海
載
よ

　
　
ち
　
ヤ

重
ぱ
よ
壷
震
範
園
に
亘
つ
て
畿
展
し
、
展
闘
せ
ら
れ
る
塞
戦
を
暫
陸
載
か
或
は
海
載
か
の
一
に
包
禽
せ
し
め
て
．
そ

腐
に
附
随
す
る
㍗
從
騰
的
活
動
嘘
看
倣
す
≧
ε
は
、
不
欝
で
あ
る
、
現
在
で
は
塾
察
軍
の
活
動
は
常
に
陸
軍
叉
ば
海

履
に
礎
騰
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
σ
窪
軍
が
、
或
場
合
に
於
て
は
．
勿
論
騰
海
軍
ε
協
力
し
て
、
黄
局
麺
作

を
物
る
暑
食
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
空
塞
活
動
の
全
部
で
は
な
い
。
從
つ
て
賢
こ
の
第
二
訟
は
、
塞
戦
の
特
殊
な
僅
賛

を
懸
め
な
ψ
顯
に
於
て
理
論
上
の
膜
歩
が
あ
る
（
酪
）
。
優
多
に
航
室
機
を
水
上
機
及
ぴ
陸
上
機
に
分
つ
て
、
水
上
機
に

臨
灘
載
法
・
規
、
陸
上
機
に
は
陸
戦
法
規
を
準
用
せ
ん
ε
し
て
も
、
こ
の
襟
な
主
張
は
何
蝶
意
味
を
爲
3
な
い
。
何
ε

な
れ
ぱ
、
水
鼻
機
必
ず
し
も
水
上
を
飛
行
せ
ず
、
叉
陸
上
機
必
ず
し
電
陸
上
を
の
み
飛
行
し
な
ψ
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
翫
に
．
航
塗
穫
の
構
逡
上
潔
蚕
こ
れ
を
二
分
し
て
、
各
々
異
つ
髭
法
を
適
用
せ
ん
ε
す
る
如
き
は
便
宜
以
外
の
合
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理
的
理
由
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
陸
上
に
活
動
す
る
水
上
機
に
、
海
戦
法
規
を
適
用
す
る
が
如
き
は
、
常
識
的
に

観
る
も
滑
稽
で
あ
る
。
更
k
叉
、
陸
軍
に
從
属
し
て
活
動
す
る
も
の
に
陸
職
法
規
、
海
軍
に
從
騰
し
て
活
動
す
る
も

の
に
海
職
法
規
を
適
用
せ
ん
ε
す
る
設
の
如
き
も
樽
塞
戦
を
規
律
す
る
に
ば
不
充
分
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ぱ
、
既
越

の
如
く
、
空
軍
そ
の
も
の
が
固
有
の
目
的
を
以
て
、
陸
軍
に
も
海
軍
に
も
從
麗
せ
ず
、
濁
立
し
て
行
動
す
る
場
合
に

は
、
何
れ
の
法
規
を
も
適
用
し
得
な
い
こ
電
k
な
る
か
ち
で
あ
る
。
加
之
、
踊
度
び
陸
載
淀
謬
加
し
た
飛
行
磯
が
直

ち
k
畏
雁
海
上
k
飛
ん
で
、
海
戦
に
審
加
す
る
こ
ピ
は
毎
決
し
て
不
能
ε
嫉
噺
書
出
察
な
ψ
。
こ
の
場
合
に
は
、
、
同

輔
機
が
陸
載
法
規
ξ
海
戦
法
規
電
を
、
局
時
に
二
重
に
適
用
せ
ら
れ
る
≧
ピ
に
な
る
。
而
も
陸
載
法
規
だ
海
職
法
規

定
は
、
典
内
磨
を
異
k
す
る
。
≧
の
爾
法
規
を
矛
盾
な
《
適
用
し
斜
る
揚
合
竜
勿
論
有
ゆ
得
よ
う
が
、
叉
矛
蒲
な
く

し
て
雨
着
を
適
用
し
得
な
ψ
場
合
も
有
多
得
る
。
之
の
襟
な
場
合
に
は
、
右
に
述
べ
た
標
準
に
よ
つ
て
、
陸
戦
及
び

海
載
法
規
を
適
用
す
る
≧
定
は
礁
賓
上
不
能
ε
曇
は
勲
蟹
な
る
唆
》
。

　
之
れ
等
の
砧
を
親
漿
す
る
な
ら
ぱ
、
墜
載
を
陸
載
及
ぴ
海
載
に
吸
牧
し
ユ
う
ε
す
る
諸
観
砿
、
理
論
上
に
於
て
も
．

又
隻
際
上
に
於
て
竜
不
欝
で
あ
る
。
塞
載
拡
其
牲
質
惰
目
的
、
凌
載
方
法
等
盈
ウ
し
て
欝
然
に
、
陸
載
及
ぴ
海
戦
法

親
よ
う
異
つ
だ
特
殊
な
独
規
を
必
要
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ε
は
、
澄
界
列
國
の
塞
軍
の
硯
情
よ
ウ
し
て
、

當
然
に
要
求
せ
ら
れ
る
こ
ε
で
あ
る
、
即
ち
室
軍
が
、
陸
海
軍
ε
並
ん
で
、
欄
立
の
蝋
職
欄
輩
檀
ε
し
で
、
編
自
の

　
　
　
　
　
鐙
載
法
現
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
糾
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聖
職
法
現
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
縞

活
動
範
園
ε
．
使
命
定
．
目
的
を
持
ち
．
又
其
活
動
方
法
に
於
て
も
、
全
然
別
個
な
も
の
で
あ
る
限
9
、
こ
れ
に
封
し

て
新
法
規
を
嬰
求
す
る
之
冠
は
必
然
定
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
ψ
。
こ
の
要
求
を
浦
す
爲
に
は
種
々
の
方
法
が
有
し
得
る

で
あ
ら
う
。
輔
定
の
叢
準
に
立
つ
て
、
既
存
の
陸
・
海
戦
法
規
を
準
用
し
、
そ
れ
等
の
不
足
す
る
冠
ζ
ろ
、
殊
に
航

塞
機
猫
自
の
活
動
方
法
k
封
し
て
は
新
立
法
に
よ
る
こ
ε
も
可
能
で
あ
ら
う
。
成
は
叉
、
か
、
る
断
片
的
な
方
法
を

捨
て
、
、
空
蔵
法
規
の
全
般
に
亙
つ
て
、
統
一
的
な
法
典
を
作
成
す
る
こ
ε
竜
一
方
法
で
あ
る
。
法
規
の
明
確
な
黙

に
於
て
後
者
の
方
が
墓
ま
し
ψ
≧
足
は
勿
論
で
あ
る
。

　
　
（
敬
）
騨
蟹
琶
欝
9
ぎ
粘
9
琶
げ
随
暫
ぎ
魯
駁
鑑
胤
ヨ
o
竃
負
2
0
島
3
”
暫
9
健
β
熔
a
腐
・
O
．
蝉
野
）
亨
8
畑
9
㊧
鼠
～
上
述
の
フ

　
才
ー
シ
ー
昌
の
主
襲
は
氣
球
の
み
が
賞
層
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
の
読
で
あ
つ
℃
、
そ
の
立
諭
撒
曝
ら
戴
球
が
目
的
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
其
後

　
に
於
け
る
航
察
機
の
畿
漣
、
裸
に
世
轟
大
麟
に
於
げ
る
活
躍
を
目
撃
し
た
彼
は
、
最
亀
や
同
糠
な
熊
度
は
執
ら
な
い
。
筏
ぼ
審
磯
の
特
異
性
を
認
め
、

　
其
貼
に
關
し
℃
」
獅
立
法
規
の
必
翼
を
既
く
｛
響
9
蓬
5
身
o
一
二
琶
欝
昌
8
臼
一
」
ぎ
o
漉
唱
ふ
鼠
）

　
　
命
）
鋭
男
o
浮
矯
ぽ
魯
身
旨
9
奮
伽
o
討
讐
躍
評
β
同
園
・
¢
醤
矯
℃
？
壽
望
鵠
o
o
・
曾
芭
讐
壁
≧
『
篭
窪
”
民
壽
＝
置
露
隔
¢
漣
匂
》
．
oo
や
器
．

　
　
（
鵬
）
鼠
鑑
讐
評
3
慶
島
o
琶
ロ
瓢
凱
3
嵐
幕
糞
暑
藍
o
g
一
3
身
o
診
3
一
．
帥
二
”
錦
8
窒
富
目
鵠
階
鼠
属
9
島
o
脂
亀
3
送
鵠
（
”
O

　
ご
．
H
●
）
ヤ
”
器
南
O
．

　
　
訟
）
　
駕
師
識
葺
弓
鳳
繍
計
膳
9
鴨
り
暮
剛
8
㎞
謬
富
蓄
胤
o
器
一
㌧
μ
O
博
緬
U
墓
冨
蔑
♂
℃
．
擢
O
。

　
　
（
弱
）
　
》
・
四
〇
留
3
0
》
鑑
P
，
§
●

　
　
（
5
6
）
男
o
昌
費
茎
騨
℃
登
且
翁
畠
謬
讐
。
慧
”
窪
。
嬉
器
婁
『
8
5
穿
身
G
信
〇
二
¢
魯
φ
謬
戯
窃
撃
熔
鼠
｝
ヤ
日
O
（
即
●
ウ
同
．
悼
）
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（
贋
）
鄭
・
評
g
峯
ぎ
目
藍
縞
紳
身
o
団
二
誉
鼠
9
邑
を
観
。
℃
を
誘
肝
ヤ
9
倉

　
　
虜
）
0
盤
9
3
醤
一
蒔
一
睾
窪
儲
臥
8
凶
暑
馨
島
o
邑
o
象
置
㎎
§
暫
鍮
§
5
ご
ま
肺
℃
・
器
一
（
界
b
・
一
・
憎
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
舐
　
室
職
法
規
の
現
駿

　
以
上
に
於
て
、
私
は
、
塞
載
の
歴
史
的
毅
展
ε
、
現
行
國
際
法
で
は
少
な
く
ε
も
塞
職
は
葬
合
決
で
は
な
い
こ
ピ
、

及
び
室
職
の
特
殊
性
に
つ
い
て
越
べ
た
。
≧
の
襟
な
性
質
を
持
つ
塞
戦
を
規
律
す
る
爲
の
現
行
國
際
法
規
は
、
如
何

な
る
駅
態
に
在
る
か
を
述
べ
て
、
≧
の
序
雛
を
絡
多
度
塾
ピ
思
ふ
。
察
戦
法
規
の
不
完
蚕
な
験
態
に
つ
ψ
て
は
、
讃

者
は
既
に
想
像
せ
ら
れ
た
こ
ピ
で
あ
ら
う
が
、
順
序
ピ
し
て
、
室
載
法
規
の
成
立
、
成
立
へ
の
努
力
及
び
失
敗
、
室

戦
k
準
用
し
得
る
陸
・
海
戦
法
規
等
を
歴
史
的
に
殺
蓮
す
る
ヒ
ピ
に
す
る
。

　
（
1
）
　
バ
リ
マ
宣
言
（
一
八
五
六
年
）

　
バ
，
聖
宣
言
は
云
ム
2
で
も
無
く
、
海
載
法
規
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
室
戦
に
は
形
式
的
に
は
無
臨
係
で
あ

る
が
、
霊
戦
法
規
の
鮫
階
を
既
存
の
陸
。
海
載
法
規
を
準
用
し
て
補
充
す
る
電
塾
ム
憲
味
で
、
、
メ
リ
署
宣
霞
は
塞
載

に
準
用
せ
ら
る
べ
き
可
能
性
の
あ
る
法
規
で
あ
る
。
從
つ
て
、
≧
れ
は
勿
論
必
然
的
な
塞
載
法
規
を
成
し
て
ね
る
の

で
は
な
い
。

　
同
宣
書
の
第
二
及
び
第
に
三
よ
れ
ぱ
、
「
局
外
中
立
國
の
篠
章
を
揚
げ
る
船
舶
に
搭
載
し
た
敵
國
の
貨
物
は
、
載
時

　
　
　
　
鑑
験
法
規
序
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



（磁）

　
　
　
　
聖
職
法
規
序
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
観

禁
制
晶
を
除
く
外
傘
獲
し
得
な
ψ
己
蜜
、
及
ぴ
敵
國
の
旗
章
を
揚
げ
る
船
舳
に
搭
載
レ
彪
局
外
申
立
國
の
貨
物
ば
．

域
噂
禁
制
品
を
除
く
外
傘
獲
し
得
な
い
」
≧
ε
を
定
め
て
ゐ
る
。
≧
の
規
定
を
塞
職
に
準
用
し
て
、
中
立
機
に
搭
載

す
る
敵
國
の
貨
物
、
及
び
敵
機
に
搭
載
す
る
中
立
國
貨
物
の
中
で
、
載
時
禁
翻
畠
の
み
を
傘
獲
し
得
る
ε
認
め
る
ヒ

霊
は
不
可
能
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
叫
九
二
三
年
の
へ
7
グ
の
塞
載
法
規
案
第
五
穴
條
宋
項
も
「
捕
獲
審
槍
厨
ハ
繍

空
機
若
ハ
其
載
貨
℃
叉
ハ
航
室
機
上
晶
在
謬
郵
便
信
轡
ノ
捕
獲
二
關
ス
ル
憎
切
ノ
購
件
ヲ
審
槍
ス
ル
晶
営
り
愛
ハ
、

商
盤
君
ハ
薬
載
貨
、
翼
ハ
商
船
内
昌
在
〃
信
書
昌
封
ス
ル
ト
同
一
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス
」
ε
定
め
て
ゐ
る
。
之
れ
に
よ

ウ
て
親
て
も
、
．
ハ
リ
警
宣
言
中
の
上
遠
の
規
定
は
、
塞
駿
に
準
用
す
る
こ
ε
が
可
能
で
あ
る
こ
ε
を
知
う
得
る
。

　
（
2
）
傷
病
者
の
保
護
に
關
す
る
吃
ネ
書
ヴ
條
約

　
載
揚
k
於
け
る
傷
病
者
の
保
護
に
關
す
る
夢
晶
ネ
7
ヴ
條
約
、
即
ち
、
最
初
禰
八
六
四
年
に
締
約
せ
ら
れ
、
其
後
圃

九
〇
六
年
及
ぴ
一
九
二
九
年
の
二
同
の
修
正
を
経
た
≧
の
條
約
は
、
元
來
陸
職
の
矯
に
作
ら
れ
セ
條
約
で
あ
る
郎
、

葺

の
條
約
の
規
定
も
塞
載
k
適
用
し
得
る
充
分
の
可
能
性
が
あ
る
し
、
叉
適
用
さ
る
べ
き
が
當
然
で
あ
る
。
（
、
グ

の
室
職
法
規
案
に
於
て
も
、
こ
の
條
約
を
充
分
承
認
し
て
立
案
し
た
跡
を
認
め
る
こ
ε
が
出
察
る
。
例
へ
ぱ
、
第
十

七
條
の
規
定
に
よ
れ
ぱ
「
一
九
〇
六
年
ノ
夢
昌
．
尋
η
ヴ
條
約
及
ピ
前
記
傑
約
ヲ
海
職
晶
懸
用
ス
押
條
約
（
一
九
〇
七
年

ノ
第
十
條
約
）
中
昌
定
メ
ラ
レ
タ
〃
原
則
ハ
、
塞
戦
及
ビ
救
謹
航
窒
機
二
之
ヲ
適
用
ス
ペ
シ
、
交
職
國
指
揮
官
ガ
救
謹



（衡）

航
室
機
昌
封
シ
行
使
ス
ル
監
督
昌
ッ
キ
亦
同
夢
：
・
：
己
ε
規
定
し
て
、
赤
十
掌
條
約
を
鍵
戦
に
適
用
す
る
ζ
ε
を

認
め
て
ゐ
る
。

　
（
3
）
　
セ
ソ
ト
ペ
グ
ル
ス
プ
〃
グ
宣
言
（
一
八
六
八
年
）

　
輔
八
六
八
年
の
セ
ソ
ト
ペ
ヲ
〃
ス
プ
ル
グ
宣
冒
は
、
陸
載
法
規
ε
し
て
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
電
こ
ろ
で
あ
る
。

葛
の
宣
言
の
内
容
は
、
云
ム
ま
で
も
な
く
「
量
目
四
〇
〇
グ
ラ
ム
以
下
の
爆
σ
ゆ
俊
性
叉
は
燃
焼
性
の
物
質
を
充
て
た
登

射
物
の
使
用
」
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
登
射
物
の
禁
止
を
塞
戦
に
準
用
し
得
る
か
否
か
は
極
め
て

疑
は
し
馳
。
戎
學
者
例
へ
ば
フ
ォ
ル
ク
マ
ソ
（
く
o
野
暴
§
）
の
如
き
は
、
ヒ
の
規
期
の
塞
載
へ
の
準
用
を
主
張
し
て
ぬ

る
が
、
實
行
が
不
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
へ
7
グ
案
で
も
第
一
八
條
で
萌
瞭
に
、
ζ
の
規
定
の
適
用
を
彿
除
し

て
ゐ
る
。
即
ち
「
航
室
機
昌
ヨ
リ
又
航
室
機
昌
灘
シ
、
曳
尾
聯
、
焼
夷
性
又
ハ
爆
螢
性
ノ
投
射
物
ヲ
使
用
ス
剛
留
塾

ハ
之
ヲ
禁
止
セ
ズ
。
本
規
定
ハ
一
八
六
八
年
ノ
セ
ン
ト
ベ
テ
ル
ス
プ
〃
グ
宣
書
ノ
欝
事
國
及
ピ
然
ラ
ザ
ル
國
昌
封
シ

テ
均
シ
ク
之
ヲ
適
用
ヌ
」
ε
規
定
し
て
ぬ
る
。

　
（
4
）
　
へ
響
グ
準
和
愈
議
（
嗣
八
九
九
隼
・
叫
九
〇
七
年
）

　
一
八
九
九
年
の
へ
奪
グ
會
議
は
、
室
載
に
闘
す
る
法
規
の
設
定
が
事
實
上
國
際
會
議
の
討
議
の
日
的
ε
な
参
、
英

結
果
ビ
し
て
、
室
載
法
規
の
或
も
の
が
定
立
せ
ら
れ
セ
こ
ε
に
於
て
劃
期
的
の
慧
義
を
捲
つ
も
の
で
あ
る
。
塞
駿
法

　
　
　
　
　
震
職
法
規
序
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
蕊



（66）

　
　
　
　
象
縫
鎗
縄
穆
勘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
穴

競
ε
し
て
先
づ
、
第
凶
同
の
食
議
で
成
立
し
た
も
の
、
中
で
、
鹸
竜
霊
纂
な
も
の
隷
、
鰹
氣
球
か
ら
爆
籔
物
を
授
下

す
る
ヒ
ピ
を
禁
義
し
詫
宣
欝
で
あ
る
、
そ
れ
k
よ
れ
ば
毎
「
緯
約
囲
ハ
霊
ケ
嘩
ノ
期
圃
ヲ
以
タ
、
輕
氣
球
成
の
興
弛
ノ

之
昌
類
似
ス
ル
。
新
方
決
ヲ
以
タ
幾
射
物
叉
ハ
爆
薮
物
ノ
投
下
ヲ
禁
止
ス
〃
騨
ト
ヲ
約
ス
ぎ
肋
評
騨
程
8
。
8
糞
欝
や

ε
蒼
肋
8
旨
8
醤
富
糞
℃
讐
畦
g
o
轟
畦
診
脅
o
冒
ρ
碧
脇
｝
汐
一
．
一
茗
R
島
o
銘
睾
ユ
o
圃
毬
o
R
蟄
肋
嘆
畠
窪
仲
画
一
窃
・
o
督
甑
窃
6
呂
5

冨
鼠
評
倉
ザ
警
幹
幕
ぴ
聾
o
篇
2
噂
畦
島
．
塁
す
畠
醤
＆
2
讐
鈷
o
磯
毬
。
。
蓉
慧
癒
翼
し
蜜
嚢
ム
の
で
あ
る
。
葛
の
霊
雷

は
．
第
二
同
の
奉
和
會
議
に
於
て
も
、
こ
の
宣
言
の
内
容
は
縫
承
せ
ら
れ
、
第
輔
圏
曾
議
の
霊
露
申
の
「
五
夕
奪
の

鶏
衡
」
の
代
多
k
、
「
第
三
同
會
議
の
維
了
ま
で
宮
廷
慧
・
賠
誉
牙
艶
豊
二
員
欝
、
脚
倒
蓼
脅
営
↓
義
嵩
警

“
身
雛
器
督
8
脅
ダ
団
獅
汀
む
ピ
改
め
ち
れ
鴬
π
け
で
あ
る
。
　
こ
の
規
則
ぽ
、
興
内
轡
鵬
於
て
は
蕊
め
｛
璽
要
な
も
の

響
あ
る
が
．
優
界
大
識
の
實
倒
炉
示
す
襟
に
、
蚕
く
蜜
際
土
で
は
無
親
せ
ち
れ
、
璽
申
爆
盤
を
憂
般
働
に
不
襲
簿
ば

は
多
す
る
國
は
峯
鴛
上
無
か
つ
セ
。
興
理
由
の
嶋
は
℃
勿
論
、
苓
和
曾
礒
の
と
の
置
欝
輝
．
澄
界
大
載
蓼
細
鱗
龍
鋤

し
て
法
理
上
拘
乗
力
を
持
陀
な
か
つ
た
の
k
篠
る
の
で
あ
る
溺
、
然
し
、
輔
面
か
ら
観
る
ε
き
は
、
航
塞
灘
孟
蚤
の

空
中
爆
盤
を
禁
止
す
る
こ
ぜ
は
、
兵
器
ε
し
て
の
航
塞
機
の
機
能
の
九
十
パ
事
セ
ン
ト
を
奪
ム
こ
霊
、
な
る
の
で
．

ヒ
の
様
な
規
定
は
、
よ
し
交
職
國
の
全
部
が
批
准
し
、
從
つ
て
決
理
上
有
敷
な
僚
約
が
成
立
し
て
む
る
場
合
で
竜
、
國

蒙
の
危
念
存
亡
の
際
に
は
蜜
紘
が
困
難
で
あ
る
。
從
つ
て
、
現
在
で
は
挙
甲
爆
雛
を
禁
塊
し
彪
こ
の
竃
書
は
、
窺
行



（翻）

交
戦
法
規
嘘
し
て
の
存
立
は
一
般
に
認
め
あ
れ
て
ゐ
な
ψ
の
で
、
一
片
の
疏
丈
ε
化
し
て
し
殴
ウ
陀
。

　
繋
二
蹴
、
へ
警
グ
宣
醤
中
で
更
に
盤
戦
嘘
置
要
な
關
係
を
有
す
る
の
は
糖
毒
瓦
斯
の
使
罵
禁
止
に
鯛
す
る
も
の
で

あ
る
。
同
宣
署
舷
扁
駒
國
か
窒
愚
セ
シ
も
ペ
キ
瓦
斯
叉
の
有
毒
瓦
斑
ヲ
散
布
ラ
ヲ
唯
フ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物

ダ
使
用
ヲ
斎
自
昌
楽
止
メ
．
ゼ
霧
髪
紹
琶
8
8
暮
翼
翼
窃
劫
．
葺
。
罠
ぎ
忌
一
．
弩
覧
。
卸
暑
や
ゑ
・
駐
霧
豊
o
舞

箸
霞
σ
客
認
忌
締
烏
誘
箋
”
魯
③
曾
肋
騎
器
器
嘗
顎
冨
暮
切
£
幕
一
魯
魯
屡
」
ピ
》
ぶ
の
縛
あ
届
ゆ
之
の
宣
露
亀
藤
約

蜘
盟
劃
閥
に
於
て
の
み
適
朋
せ
ら
れ
る
結
県
ε
し
て
、
世
堺
太
戦
蕪
敷
県
趣
有
し
な
か
つ
艶
。
然
し
ゅ
ζ
⑳
條
豹
磯

准
翻
は
糧
個
の
大
都
分
を
包
曾
し
て
ゐ
る
散
に
、
有
力
な
礫
豹
で
あ
鞭
9
こ
置
鉱
勿
輸
で
あ
る
が
、
毒
瓦
獅
の
激
撃
駒

斌
器
ピ
し
て
の
紹
六
な
威
力
め
前
に
、
條
約
の
誠
實
な
邉
守
が
、
保
障
さ
れ
得
る
か
否
か
讐
事
實
簡
題
ε
し
て
は
疑

調
の
絵
地
は
あ
る
が
、
法
理
上
、
少
な
く
建
も
締
約
國
聞
に
は
重
婆
な
塞
職
に
闘
す
る
鞍
規
で
あ
る
と
ビ
に
麗
め
は

な
ψ
o

　
第
三
牝
、
｛
7
グ
曾
議
の
成
果
電
し
て
最
も
重
要
な
転
親
が
あ
る
。
そ
れ
憾
「
陸
載
の
法
規
讃
創
淀
醐
す
6
｛
事

グ
條
約
」
蕗
二
置
條
の
規
定
で
あ
る
。
第
一
同
の
李
和
會
議
で
は
、
受
張
，
第
二
証
簾
で
、
「
紡
穿
セ
ザ
解
部
市
、
麓

霧
、
柱
尾
叉
ハ
建
物
ハ
之
ヲ
攻
撃
叉
ハ
鞄
鍵
ヌ
鰹
認
ト
ヲ
得
ズ
ヤ
聚
窃
二
昌
需
戦
無
骨
轟
．
魯
置
蕎
鰻
薯
脅
ぎ
碁
冨
箆
璽

血
o
肋
萬
昌
雷
｝
　
く
縄
鮮
㈹
g
り
ぎ
一
醇
釦
織
露
加
o
鐸
ぴ
卿
践
鴛
o
蕊
肋
の
鼠
雛
o
肋
o
暮
署
幽
o
慶
魁
瓢
覇
こ
電
一
説
定
」
た
が
、
鯖
二

　
　
　
　
　
聖
畿
鋳
蝿
揮
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
禽



（衡）

　
　
　
　
鰹
殿
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
八

周
會
議
で
は
、
種
々
の
議
論
は
あ
つ
泥
が
、
結
局
、
矢
張
♪
第
二
証
條
に
於
風
「
防
守
セ
ザ
ル
部
市
、
村
落
、
住
宅

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ

ヌ
ハ
建
物
ハ
、
如
何
ナ
〃
手
段
晶
ヨ
ル
母
之
ヲ
攻
盤
交
ハ
鞄
撃
ス
ル
雪
ト
ヲ
得
ズ
」
ε
、
℃
舞
の
器
5
琴
糞
2
窪
9
器

8
8
皆
の
文
句
を
撫
入
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
ε
は
既
に
蓮
ベ
セ
。
こ
の
締
入
句
は
勿
論
航
塞
機
よ
垂
の
爆
撃
を
考
慮

し
π
結
果
で
あ
つ
て
、
≧
の
規
定
は
前
二
者
ピ
其
性
質
を
多
少
異
に
し
て
、
へ
7
グ
條
約
の
調
印
國
ε
否
ε
を
問
は

ず
．
饒
k
國
際
慣
脅
法
ピ
し
て
成
立
し
て
ぬ
る
の
で
あ
つ
て
、
総
て
の
國
家
を
拘
東
す
る
ε
観
る
の
が
一
般
の
見
解

で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
規
定
は
．
少
く
ε
も
現
在
で
は
．
盛
戦
法
規
中
で
最
事
有
力
な
根
縷
を
以
て
有
敷
を
主
張

し
得
る
も
の
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
外
に
、
大
戦
前
に
於
て
は
、
一
九
一
一
年
の
マ
ド
ヲ
．
ド
の
萬
國
々
際
法
學
會
の
會
議
で
、
塞
戦
に
關
し
て

知
名
の
國
際
法
學
者
の
聞
に
論
議
せ
ら
れ
た
が
、
何
等
の
成
果
を
牧
め
得
な
か
つ
π
≧
ε
は
翫
に
蓮
べ
た
短
ウ
で
あ

る
。
右
の
様
な
次
第
で
大
載
前
迄
に
は
、
炎
戦
國
の
全
部
を
拘
束
す
る
様
な
一
般
的
な
塞
戦
法
規
は
殆
ん
ご
皆
無
で

あ
つ
た
か
ら
、
塞
載
に
關
す
る
限
，
、
全
く
無
統
制
の
下
に
交
戦
が
行
は
れ
、
各
國
は
互
ひ
に
、
漢
然
ε
、
人
道
違

反
等
の
名
目
を
持
つ
て
相
手
國
の
攻
撃
を
非
難
す
る
他
は
な
か
つ
π
。

　
大
載
後
に
於
て
す
ら
も
、
各
國
の
大
戦
で
得
た
苦
験
も
、
未
だ
各
國
を
願
つ
て
、
雄
載
法
規
の
確
立
に
馨
ぜ
し
め

る
忙
は
至
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
事
實
は
最
も
明
瞭
に
一
九
U
九
年
の
國
際
競
塞
條
約
中
に
示
き
れ
て
ゐ
る
。
同
條
約
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は
云
ム
ま
で
も
な
く
、
革
時
の
國
際
航
空
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
第
三
八
條
に
は
、
「
本
條
約
ノ
規
定
の
戦
時

晶
於
テ
ハ
繍
約
國
ノ
交
戦
國
叉
ハ
中
立
國
ト
シ
プ
ノ
行
動
ノ
自
由
晶
影
響
ヲ
及
ボ
藷
諏
ト
ナ
カ
ル
ペ
シ
」
蜜
し
て
、

恰
も
戦
時
に
於
て
は
、
各
國
は
全
く
自
由
に
振
舞
ひ
得
る
檬
な
語
勢
を
示
し
て
ゐ
る
こ
ε
は
遣
械
で
あ
る
。
こ
の
國

際
航
空
條
約
に
墓
《
、
航
室
法
律
委
員
會
（
O
o
ヨ
憲
賓
崖
2
0
畠
一
．
》
く
一
蝕
皇
）
の
一
九
一
＝
年
の
會
合
が
モ
ナ
コ

で
行
は
れ
た
際
に
も
、
室
戦
法
規
の
問
題
が
論
議
せ
ら
れ
ね
が
、
何
等
の
實
果
を
も
牧
め
得
な
か
つ
た
。

　
（
5
）
　
第
五
同
航
室
法
律
委
員
會
々
議
（
U
九
二
二
年
）

　
第
五
同
の
航
塞
法
律
委
員
會
々
議
は
、
輔
九
二
二
年
プ
ラ
ー
ク
に
開
催
せ
ら
れ
泥
。
こ
の
會
議
に
於
け
る
プ
ラ
書

ク
大
學
教
授
ホ
プ
ザ
（
寓
o
げ
醤
）
教
授
の
提
案
は
、
室
戦
法
規
に
關
し
て
注
目
k
値
す
る
も
の
が
あ
る
故
k
、
以
下
に

於
て
、
≧
れ
を
要
約
す
る
。

　
A
　
統
室
畿
k
封
す
る
一
般
市
民
の
保
護

　
　
（
3
）
　
重
要
な
軍
亭
的
盤
質
を
持
つ
目
的
地
以
外
の
都
市
、
町
村
、
及
び
建
築
物
に
勢
す
る
爆
撃
の
禁
止
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
（
b
）
　
先
づ
最
初
に
攻
撃
を
開
始
し
或
は
實
力
に
よ
つ
て
抵
抗
し
な
い
商
瀦
に
封
す
る
塞
襲
の
禁
止
、

　
　
（
c
）
航
室
機
の
特
性
k
墓
く
翻
限
に
從
ひ
、
海
載
法
規
の
條
件
を
以
て
、
商
船
k
勢
す
る
臨
槍
、
捜
査
の
構

　
　
　
を
航
塞
機
に
認
め
る
≧
ε
、

　
　
　
　
鯉
識
法
規
序
鍮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
画
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聖
駿
法
規
序
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
⑳

　
B
　
人
遽
に
基
き
讐
敵
事
段
の
制
限
を
す
る
こ
ε
、

　
　
（
a
》
　
病
院
及
び
病
院
鷲
に
封
す
る
空
襲
の
禁
題
．

　
　
（
め
）
　
毒
物
及
ぴ
有
毒
武
器
の
使
用
禁
距
、

　
　
（
G
》
　
不
必
要
な
苦
痛
を
奥
へ
唇
武
器
、
彊
兎
或
楼
方
法
の
禁
止
、

　
C
　
域
雫
法
規
の
統
噌
、
敵
機
及
び
申
露
機
の
概
念
の
確
定
、
軍
用
機
及
ぴ
商
業
機
の
識
別
記
號
．
商
粟
機
を
軍

　
　
用
機
に
改
受
す
る
こ
ε
及
び
典
反
封
の
揚
合
、
職
時
禁
制
品
、
其
他
、

　
恥
　
有
敷
な
る
制
裁
方
法
に
蕊
つ
て
、
魯
意
の
上
で
成
立
し
セ
規
範
の
維
持
を
傑
瞭
す
る
こ
竃
。
薬
方
法
豊
し
鷲

　
　
は
、
塞
職
法
規
違
反
者
を
國
際
刑
察
裁
到
湧
で
訴
追
し
、
覚
罰
す
る
と
ε
が
必
要
で
あ
る
。

　
老
の
會
議
に
於
て
も
、
矢
張
ゆ
塞
戦
決
規
の
成
立
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
塞
載
法
規
案
の
作
成
せ
ら
る

べ
き
乙
ε
が
決
議
せ
ら
れ
た
に
懸
ぎ
な
か
つ
彪
（
60
）
。

　
（
6
）
　
フ
シ
ツ
ト
ン
愈
議
（
一
九
ニ
ニ
年
）

　
幽
九
二
一
年
十
二
月
十
凶
日
か
ら
ニ
ニ
年
二
月
六
匿
k
亘
つ
泥
フ
シ
ソ
ト
ソ
禽
議
は
、
澄
界
の
主
要
海
軍
國
の
海

軍
縮
少
を
霊
な
る
目
的
ε
し
髭
こ
冠
は
云
ム
設
で
も
な
ψ
が
、
こ
の
禽
議
に
於
て
は
、
潜
水
艦
及
び
毒
躍
斯
陸
蘭
し

で
識
條
約
が
成
立
し
、
叉
塞
職
法
規
に
つ
い
て
も
同
會
議
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
た
。
の
み
載
ら
ず
、
各
方
徳
よ
も
察
職
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法
規
定
立
及
び
塗
軍
縮
少
の
必
要
が
叫
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
室
軍
の
縮
少
に
闘
し
て
は
、
軍
用
機
の
縮
少
ε
隣
時

㌍
商
業
機
の
縮
少
を
行
は
な
ψ
ε
き
は
、
軍
用
機
の
み
の
縮
少
は
無
盆
で
あ
る
ε
の
ア
メ
リ
ヵ
の
慧
見
が
勝
を
霞
み

て
失
敗
に
蹄
し
、
塞
職
決
規
の
定
立
に
關
し
て
は
、
ア
メ
，
カ
は
大
統
傾
の
名
に
於
て
、
二
同
の
へ
婁
グ
會
議
の
結

果
た
る
載
孚
法
規
並
び
に
海
戦
法
規
を
叢
礎
ε
し
た
案
が
提
欝
さ
れ
陀
の
で
あ
る
癬
、
法
律
家
委
員
會
の
決
議
は
惣

、
載
孚
k
於
け
る
航
塞
機
の
使
用
は
、
新
空
載
法
規
の
定
立
を
必
宴
な
ち
し
め
る
」
ε
塾
ふ
、
内
磐
察
盧
な
決
議
を
跨

し
溢
他
に
何
等
の
實
際
的
敷
果
を
も
牧
め
得
な
か
つ
た
、

　
な
ほ
、
こ
の
外
に
、
新
交
戦
法
規
の
研
究
に
關
す
る
決
議
が
爲
さ
れ
沈
。
そ
れ
に
蕊
れ
ぱ
、
英
・
米
。
縫
・
佛
・
伊
の

竃
ゲ
國
は
．
、
各
園
よ
9
二
名
の
代
表
者
を
齪
し
て
、
一
九
〇
七
年
の
季
和
會
議
以
後
に
登
蓮
し
セ
薪
銭
器
の
便
擁
の

結
築
ε
し
て
起
る
攻
防
の
新
方
法
た
適
す
る
檬
に
現
實
國
際
法
を
修
疋
す
る
乙
ε
」
で
あ
つ
た
（
斑
）
。
　
ζ
の
決
議
に

蕩
い
て
、
潜
水
艦
及
び
毒
瓦
斯
に
關
す
る
五
國
條
約
が
成
立
し
た
が
、
航
塞
機
k
關
し
て
は
、
其
後
へ
響
グ
で
塞
載

法
規
案
が
館
成
せ
ら
れ
彪
之
ピ
は
．
後
蓮
す
る
。

　
3
て
．
潜
水
艦
に
關
す
る
規
定
は
暫
く
措
き
、
毒
瓦
斯
の
使
用
禁
比
に
關
す
る
規
定
は
、
塗
號
に
竜
重
大
な
驕
係

を
捲
つ
決
規
で
あ
る
。
同
條
約
第
五
條
の
規
定
k
よ
れ
ば
、
「
窒
息
牲
、
毒
性
叉
ハ
鱈
ノ
瓦
斯
及
ゼ
一
燐
ノ
類
似
ノ
液

礎
秘
料
叉
ハ
考
案
ヲ
戦
轡
憂
用
ス
卿
認
ト
ハ
、
交
萌
世
界
ノ
輿
麹
ヨ
リ
至
欝
嫡
葬
難
ヲ
受
ケ
且
右
使
罵
禁
功

　
　
　
　
　
塗
験
法
蔑
序
険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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箆
駿
法
規
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
一

帥
丈
明
國
ノ
多
歎
ヲ
當
事
國
ト
ス
ル
賭
條
約
中
二
墨
明
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
故
『
署
宿
國
の
右
禁
止
ガ
諸
國
ノ
良
心
及

ぜ
實
行
ヲ
均
シ
ク
拘
束
ス
〃
固
際
法
ノ
一
部
ト
シ
テ
普
ク
探
用
セ
ラ
レ
ム
ガ
爲
、
冶
禁
止
晶
同
意
ス
ル
コ
ト
ヲ
盤
萌

シ
：
書
霊
」
ε
あ
る
。
≧
の
規
定
は
、
も
ε
よ
勇
一
般
的
な
國
際
法
規
で
は
な
ψ
が
、
嫡
般
的
に
轟
ガ
ス
の
使
用
を

禁
止
す
る
故
に
、
航
室
機
を
利
用
し
て
毒
ガ
ス
を
使
用
す
る
方
法
も
、
締
約
國
聞
に
禁
止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ヒ
ε
は
勿

論
で
あ
る
。

　
（
7
）
　
へ
奮
グ
の
塞
載
法
規
案
（
一
九
二
三
年
）

　
ワ
シ
ソ
ト
ソ
會
議
の
前
掲
の
決
議
に
墓
き
、
一
九
二
二
年
の
十
二
月
に
、
へ
響
グ
に
於
て
、
室
載
法
規
案
作
成
を

主
な
目
的
す
す
る
法
律
家
委
員
會
が
開
か
れ
た
。
こ
の
委
員
會
は
、
英
・
米
・
佛
・
伊
。
日
に
委
員
會
開
催
地
ね
る
貯
ラ

ン
ダ
の
委
員
を
加
へ
て
も
の
で
あ
つ
た
。
議
長
は
、
ア
メ
ヲ
カ
の
委
員
ム
ア
7
（
竃
8
誘
）
で
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
會
議
に

提
出
せ
ら
れ
た
ア
メ
フ
カ
案
k
英
國
案
を
加
味
し
て
、
璽
二
三
年
二
月
に
、
窒
職
法
規
案
（
六
十
ニ
ケ
條
よ
う
成
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ε
、
職
時
無
線
通
信
取
締
規
則
（
十
ニ
ケ
條
）
が
成
立
し
詫
。
こ
れ
等
は
法
規
案
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
．
現
實
國

際
決
ピ
し
て
こ
の
拘
束
力
は
も
ε
よ
わ
持
た
な
ψ
。
然
し
、
≧
の
塞
戦
法
規
案
成
立
は
、
塞
職
法
規
を
陸
載
或
は
海

戦
、
叉
は
其
双
方
へ
の
附
馬
的
な
も
の
ε
観
ず
、
陸
戦
法
規
及
び
海
載
法
規
ε
並
ん
で
こ
れ
等
ε
同
一
の
水
準
k
在

る
掲
立
し
か
法
規
ε
し
て
、
法
律
家
委
員
會
が
取
扱
つ
セ
織
を
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
R
。
更
に
叉
、
こ
の
室
載
法
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規
案
は
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
將
來
よ
り
完
全
な
法
規
の
定
立
に
進
む
爲
め
の
叢
礎
を
提
供
す
る
も
の
ε
し

｛
學
問
的
に
竜
、
亦
實
際
的
に
も
便
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
8
）
　
窒
息
性
、
毒
性
又
は
其
他
の
瓦
斯
及
窪
細
菌
學
的
載
孚
方
法
を
戦
争
に
使
用
す
る
ヒ
ε
を
禁
止
す
る
議
定

　
　
書
（
一
九
二
五
年
）

　
輔
九
二
竃
年
六
月
十
七
日
k
、
毒
ガ
ス
及
び
細
菌
學
的
載
雫
を
禁
止
す
る
議
定
書
が
成
立
し
詫
。
こ
の
議
定
書
は

ソ
シ
ソ
ト
ソ
會
議
の
決
議
に
よ
る
毒
ガ
ス
戦
の
禁
止
に
、
更
に
細
菌
學
的
駿
を
禁
止
し
π
竜
の
で
あ
つ
て
、
現
詫
批

准
國
の
間
に
於
て
は
拘
束
力
を
有
し
て
⑳
る
の
で
あ
る
。
概
准
國
に
關
す
る
限
タ
、
空
戦
に
於
て
も
、
こ
れ
等
の
方

法
が
禁
止
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
以
上
蓮
べ
た
ε
こ
ろ
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
榛
に
、
塗
載
法
規
の
現
駅
が
如
何
に
惨
め
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
壷
得

る
。
一
般
的
な
國
際
法
規
ε
し
て
室
戦
を
規
律
し
得
る
も
の
は
、
陸
戦
の
法
規
慣
例
k
關
す
る
へ
富
グ
條
約
第
二
匠

僚
海
け
で
あ
る
。
≧
れ
ε
て
も
、
同
條
約
加
入
國
以
外
に
、
當
然
に
敷
力
を
持
つ
も
の
か
否
か
に
つ
ψ
て
は
議
論
の

籐
地
が
在
渉
得
る
で
あ
ら
ム
。
何
ε
な
れ
ぱ
、
主
ε
し
て
世
界
大
駿
に
於
て
の
み
経
験
し
た
塞
中
爆
撃
が
、
慣
習
法

を
根
擁
ピ
し
て
、
第
二
玉
條
の
敷
力
を
締
約
國
以
外
の
國
に
封
し
て
主
張
し
得
る
か
否
か
は
、
甚
だ
疑
問
で
あ
う
得

　
　
　
　
垂
験
法
親
序
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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蜜
験
法
規
序
麓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
騰

る
か
ら
で
あ
る
。
其
鰹
の
空
戦
に
闘
係
を
辞
ち
得
る
法
規
は
、
審
く
が
繕
約
瞬
を
の
み
拘
束
す
る
も
の
で
あ
つ
て
覧

榊
綬
的
瞬
際
法
規
は
皆
無
の
航
旗
”
で
あ
る
。
吾
々
が
武
暴
ε
し
て
の
航
塞
機
⑳
卓
越
す
る
盤
髭
を
患
｝
ふ
ビ
き
、
各
一
麟

演
互
譲
ξ
協
力
に
よ
つ
て
、
蓮
か
に
窒
戦
法
規
の
確
立
に
努
力
す
る
之
ε
は
、
戦
箏
が
入
類
の
薩
會
k
奥
へ
愚
不
郵

饗
な
善
痛
ε
惨
怨
の
幾
分
を
救
ひ
得
る
こ
ε
、
な
る
で
あ
ら
ふ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
圃
時
に
、
軸
面
に
於
て
隷
．
概

際
湊
の
轄
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